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国産SAF製造事業における課題

SAF原料が必要量存在するのか？

産出源の状況やコストに照らし原料の収集が可能か？

他の用途との競争（価格競争等）に対処可能か？

SAFの商業化で先行しているのは廃食
油を用いる「HEFA」だが、廃食油の調
達可能量に課題がある。



日本主導でCORSIA登録を受けた規格外ココナッツ

国土交通省航空局は 4 月 5 日、持続可能な航空燃
料（SAF）原料として、あらたに 「規格外ココナッツ」
が、国際民間航空機関（ICAO）の CORSIA に登録
されたことを発 表した。

日本の事業者である日本グリーン電力開発からの
要望を受けて、航空局が ICAO に提案しており、日
本からの提案により新規原料登録は、これが初めて。

日本 グリーン開発では、2030 年を目標に、SAF 
の商用化を目指す計画だ。 「規格外ココナッツ」とは、
ココナッツの栽培過程において、一定の割合で生じ
てしま うひび割れやカビの発生、未成熟、あるいは
芽が出ているなど、食用には適さないコ コナッツの
こと。現状では多くが廃棄されてしまっているが、
SAF 原料として利用する ことができる。

あらたな耕作地を必要とせず、非可食原料であり、
かつ環境負荷を軽 減することができる原料として、
注目されている。



スタンダード・ガイア株式会社は、ガイア環境研究所（GETT）の有する独自
の最先端炭化技術とネットワークを用いて、フィリピン政府協力の下、ミンダ
ナオ島をはじめとするフィリピン全域において有効活用されていない天然資
源（ブヨブヨの木、非加食ココナッツ、ホテイアオイ等）に着目し、圧倒的に不足
しているバイオマス発電用燃料の調達と日本国内への販売を主力事業として
います。

この度は、SAFの製造・普及に尽力されている貴社に、SAF原料としてフィリ
ピン産規格外ココナツオイル（CORSIA登録済）をご検討いただきたくご提案
申し上げます。

ご提案主旨



フィリピンでは年間約５百万トンのココナッツ残滓を生産。内コプラは
１４８万トンと推計され世界最大量の調達が可能。この残滓量はフィリ
ピン国内総生産量の約３割に相当する。

出典：ガイア環境技術研究所調べ

フィリピン産規格外ココナッツコプラのSAF原料としての優位性



【当グループの強み】
GETTは、フィリピンココナッツ庁と深い関係がある事、普通の日本企業が入れない、先住民地域やイスラム地域に太いパ
イプがあることで、この地域での原料の調達を実現しています。ミンダナオ島の行政区は、（地域9～13、バンサモロ自治
政府）の6つに分かれており、GETTは全ての地域とコネクションを持っています。
※実質的に他の企業が大都市周辺以外のココナッツを集荷する事は困難です。

当グループの強み



CORSIA登録済原料である
ミンダナオ島で収穫される
規格外コプラ 販売可能量/年 1,098,543トン
規格外ココナッツオイル販売可能量/年 630,175トン

フィリピン産規格外（非加食）ココナッツコプラの年間収穫高



CCO中の脂肪酸の炭素数
はジェット燃料を構成する
炭化水素の炭素数に近い

炭化水素を切断する
水素が少なくて済む

ココナッツコプラのSAF原料としての優位性

出典：日本グリーン電力開発

SAFは化石燃料由来の航
空燃料と比較して、50～
90%のCO2排出量を削
減



当社の強み

■規格外ココナッツオイルに関しては、上記ネット
ワークを利用して集荷、輸出を計画しています。

当社の強み
当グループは、フィリピンコ
コナッツ庁とフィリピンエネ
ルギー省とも深い関係があ
り、普通の日本企業が入れ
ない先住民地域やイスラム
地域に太いパイプがありま
す。これにより、他の企業が
集荷困難なエリアより調達
を可能としています。

※他社が大都市周辺以外のココ
ナッツを集荷する事は非常に困難。
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調達の流れ

スタンダード・ガイア株式会社GETT



なぜスタンダード・ガイアからの調達が有利なのか？



スタンダードガイア㈱を中心とするグループ企業の役割

ガイア環境技術研究所
●技術開発
●GX機器製造・販売
●日本政府支援事業推進
●調査・研究

GETT
（Green Energy With 
Torrefaction 
Technology)

スタンダード・ガイア㈱
●GXマーケティング●GX広報
●セールス＆プロジェクト管理

GETTはフィリピン国内において処理に
困っている灌木、熱帯睡蓮、ヤシ殻などを
原料としバイオマス燃料として発電所等に
販売することで、SDGｓに関わる社会的課
題を解決するための事業活動を行う。

スタンダード通信社
●マーケティング
●広告代理業
●ブランディング
●イベント運営



フィリピン/日本政府の支援体制



環境天然資源省（DENR)は、GETTの伐採・収
集に制限を設けない

GETTはフィリピン国内の害木や残滓を買い取ることを山林所有者・山林管
理組合と合意しており、処分に困っている厄介者から収入が得られるとフィ
リピン政府からも大歓迎されている。

フィリピン政府の本事業に対する姿勢

ココナッツ事業中核団体とも深い関係のGETT

セブ島セブ州CCMPC（Catmon Community Multi Purpose Cooperative)
は、政府の主導するココナッツ農業振興計画に参加し、ココナッツの実を加工し中核にあ
るコプラをオイルとして販売する計画である。この一環として、CCMPCはGETTに対
し、残滓等の資源販売の協力を要請している。



フィリピン/日本政府から高い評価を受ける技術力



フィリピン政府支援の下、進行する事業1



フィリピン政府支援の下、進行する事業2



バイオマス燃料製造装置の販売

スタンダード・ガイアの事業



資料



資料１ 規格外ココナッツとは
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